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論 文 内 容 の 要 旨 
本稿は、コミュニケーションによる意味形成の観点から、キャリア発達の統合理論を構築すること
を目的としている。組織内を中心とする従来のキャリア研究は、転職によるキャリア発達の問題を解
明できない。また組織間キャリアに関する多くの研究は、転職の問題を捉えられても、組織内キャリ
ア発達の問題を十分に分析していない。個人のキャリア発達の全体像を捉えるために、組織内キャリ
ア発達と組織間キャリア発達を含めた統合的なキャリア理論の構築が求められる。そこで、本稿は、
従来の研究で欠落していた人生の意味、文化、感情、および意味形成とキャリア発達との関係を理論
的、実証的に分析して組織内キャリアと組織間キャリアの統合理論の構築を意図している。 
 第 1 章「キャリア論の展開」では、キャリア研究の代表的なアプローチの理論やモデルの特徴や問
題点を検討し、第 2章「キャリア形成と人生の意味、文化および感情」では、人生の意味、文化、感
情が人々のキャリア形成にどのように影響を与えるかについて分析している。第 3章「キャリア形成
とコミュニケーション」では、コミュニケーションによる意味形成とキャリア形成との関係を検討し
て、キャリア発達過程が意味形成過程であることを明らかにしている。個人のキャリア形成は、組織
社会化・再社会化の反復過程で行われ、進展する。その組織社会化・再社会化は意味形成の過程であ
り、コミュニケーションによって行われる。コミュニケーションは、単なる情報の伝達ではなく、内
容レベル、関係レベル、言語、非言語を含む多面的連続的な相互作用の過程であり、メッセージを媒
介とする意味形成の過程である。個人のキャリア形成というのは、職務あるいは役割についての意味
形成の過程であり、コミュニケーションによる意味形成過程なのである。 
第 4章「キャリア発達と組織間キャリア志向の関係に関する実証研究」では、以上の考えの妥当性
を検証するために、感情による非合理性、および文化の次元を取り入れて、仮説を設定し、組織内キ
ャリアと組織間キャリアについて実証的に分析している。外資系中国人ホワイトカラーを対象に実施
した質問紙調査の結果によって、彼らの転職の中に積極的志向と非合理的志向があることと、彼らの
キャリアが Hall のいうプロティアン・キャリアとして捉えられることを明らかにした。そして彼ら
の組織間キャリア志向が企業の国籍や規模あるいは職種によって違いがあることを明らかにした。 
第 5章「コミュニケーションに関する意味形成に関する実証研究」では、組織内キャリア形成に関
わる組織化活動と意味形成の関係、および転職などのトランジションと意味形成の関係を検討する。
そして定量的な分析では十分に捉えることができない転職、転機、節目、危機などで意味形成がどの
ように行われ、それが人生の意味とどのような関係にあるのかを解明するために、インタビューと事
例分析を行っている。調査結果から、キャリア研究におけるコミュニケーションによる意味形成のア
プローチの有効性が検証された。個人のキャリア発達には組織内キャリア発達と組織間キャリア発達
があり、それは組織社会化・再社会化の反復過程であり、組織内での組織活動と転職などによる意味
形成の過程である。そしてそれがコミュニケーションによって行われるのである。 
以上のように、コミュニケーションによる意味形成という視点から組織内と組織間キャリア形成の問
題を統一的に分析して、組織内と組織間キャリアの統合理論を構築した。これによって、キャリア発
達における意味の問題やコミュニケーションの問題の重要性を把握でき、効果的なキャリア支援やキ
ャリア開発を行うことができる。今後はさらに実証研究を行ってキャリア発達の統合理論を精緻化す
ることにしたい。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、コミュニケーションによる意味形成の観点からキャリア発達の統合理論の構築を目的と
している。従来の組織内キャリア研究は、転職によるキャリア発達の問題を解明できない。また転職
を中心とする組織間キャリアの研究は、転職という節目での意味形成の問題を捉えられても、キャリ
ア形成の基本である日々の職務活動という意味形成を通じた組織内キャリア発達の問題を十分に分
析していない。そこで本論文は、個人のキャリア発達の全体像を捉えるために、キャリア発達と意味
形成との関係を理論的、実証的に分析して組織内キャリアと組織間キャリアの統合理論を構築する。 
第 1章「キャリア論の展開」では、キャリア研究の代表的な理論やモデルの特徴や問題点を検討し、
第 2章「キャリア形成と人生の意味、文化および感情」では、人生の意味、文化、感情がキャリア形
成にどのように影響を与えるかについて分析している。 
第 3章「キャリア形成とコミュニケーション」では、メッセージを媒介とする意味形成過程として
コミュニケーションを捉え、個人のキャリア形成は、組織社会化・再社会化の反復過程であり、人々
のコミュニケーションの結果として行われることを明らかにしている。 
第 4章「キャリア発達と組織間キャリア志向の関係に関する実証研究」では、外資系中国人ホワイ
トカラーを対象に実施した質問紙調査の結果によって、彼らの転職の中に積極的志向と非合理的志向
があることと、彼らのキャリアが Hall のいうプロティアン・キャリアとして捉えられることを明ら
かにしている。 
第 5章「コミュニケーションによる意味形成に関する実証研究」では、定量的な分析では十分に捉
えられないキャリア発達における意味形成の過程を解明するために、インタビューと事例分析を行っ
ている。そして個人のキャリア発達には組織内キャリア発達と組織間キャリア発達があり、それは組
織化活動と転職などによる意味形成の過程であるとしている。 
以上、本論文は、コミュニケーションによる意味形成の観点から、従来の研究で欠落していた人生
の意味、文化、感情、および意味形成とキャリア発達との関係を理論的、実証的に分析してキャリア
発達の統合理論を構築している。これによってキャリア研究において意味形成という独自の視点を提
示して新たな研究領域を開拓し、また人々のキャリア形成に合理的行動だけではなく、感情に基づく
非合理的行動があること、さらに質的に大きく成長するキャリア発達過程を解明している先駆的な研
究であり、キャリア論や組織行動論の研究に大きく貢献していると高く評価できる。定性的分析でサ
ンプル数が少ないなどの課題はあるが、このことが論文の価値を損なうものではない。そこで、審査
委員会は全員一致して、本論文は博士（経営学）の学位を授与するに値するものと判断した。 
 
